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(57)【要約】
【課題】落下衝撃による動作不良を防止する遠心ファン
、この遠心ファンを備えるプロジェクターを提供する。
【解決手段】遠心ファン５は、回転軸ＲＡ方向から吸気
口を介して吸気した空気を、回転による遠心力方向に吐
出口７２３を介して吐出する遠心ファン５であって、回
転軸ＲＡを中心に複数の羽根６２を有する羽根車６と、
羽根車６を回転自在に支持する筺体７と、を備え、筺体
７は、第１吸気口７１２を有する第１筺体７１を備え、
第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａは、断面が羽根車６
側に広くなる傾斜部７１４を有して形成されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸方向から吸気口を介して吸気した空気を、回転による遠心力方向に吐出口を介し
て吐出する遠心ファンであって、
　前記回転軸を中心に複数の羽根を有する羽根車と、
　前記羽根車を回転自在に支持する筺体と、を備え、
　前記筺体は、前記吸気口を有する第１筺体を備え、
　前記吸気口の縁端部の少なくとも一部には、断面が前記羽根車側に広くなる傾斜部を有
して形成されていることを特徴とする遠心ファン。
【請求項２】
　請求項１に記載の遠心ファンであって、
　前記傾斜部は、凸状の曲線形状の前記断面を有して形成されていることを特徴とする遠
心ファン。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の遠心ファンであって、
　前記少なくとも一部の縁端部には、吸気方向とは反対側に突出する突出部を備えている
ことを特徴とする遠心ファン。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の遠心ファンであって、
　前記縁端部と当該縁端部に直近となる前記羽根車の外面との前記回転軸と垂直な方向に
おける距離をＤ１とし、前記羽根車の回転軸に対して前記外面に相対する外面と当該相対
する外面の直近となる前記筺体の内面との距離をＤ２とした場合、
　前記傾斜部は、Ｄ１≦Ｄ２となるＤ１側の前記縁端部領域に備えられていることを特徴
とする遠心ファン。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の遠心ファンであって、
　前記第１筺体は、板状の金属部材で形成されていることを特徴とする遠心ファン。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の遠心ファンと、
　光束を射出する光源装置と、
　前記光源装置から射出された光束を画像情報に応じて変調する光変調装置と、を備える
ことを特徴とするプロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠心ファン、および遠心ファンを備えるプロジェクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、プロジェクター等では、冷却ファンを有する冷却機構により、外部の空気を吸気
して、外装筺体内部の発熱する部品等に吐出することにより、部品の温度上昇を防止して
いる。また、外装筺体内部の空気を吸気して外部に排出し、外装筺体内部の温度上昇を防
止している。冷却ファンとしては、回転軸方向から吸気した空気を、同じく回転軸方向に
吐出する軸流ファンや、回転軸方向から吸気した空気を、回転による遠心力方向に吐出す
る遠心ファン等が用いられている。
【０００３】
　特許文献１の冷却ファン（遠心ファン）では、ファンケースにおいて、吸風口の開口周
縁部に肉厚部を有し、少なくとも肉厚部の開口面がファンケースの内部側が狭くなるテー
パー状に形成されているか、もしくは凸状の曲面に形成されていることが開示されている
、この構成により、気体の吸引量の減少を防止すると共に、ファンケースに発生する共振
振動を低減するとしている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－１０８９９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、遠心ファンを備えたプロジェクターを落下させた場合、遠心ファンにも衝撃荷
重が加わる。遠心ファンに衝撃荷重が加わった場合、遠心ファンを構成する羽根車が、羽
根車を支持する筺体に形成される吸気口としての開口部から部分的に飛び出すことがある
。そして、羽根車が元の位置に戻ろうとするとき、開口部のエッジ部分に食い付き、元に
戻らなくなるという不具合が発生する場合がある。食い付きが発生することにより、遠心
ファンは動作不良になるという課題がある。
  従って、落下衝撃による動作不良を防止する遠心ファン、この遠心ファンを備えるプロ
ジェクターが要望されていた。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述した課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下
の形態または適用例として実現することが可能である。
【０００７】
　［適用例１］本適用例に係る遠心ファンは、回転軸方向から吸気口を介して吸気した空
気を、回転による遠心力方向に吐出口を介して吐出する遠心ファンであって、回転軸を中
心に複数の羽根を有する羽根車と、羽根車を回転自在に支持する筺体と、を備え、筺体は
、吸気口を有する第１筺体を備え、吸気口の縁端部の少なくとも一部には、断面が羽根車
側に広くなる傾斜部を有して形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　このような遠心ファンによれば、第１筺体の吸気口の縁端部の断面が、羽根車側が広く
なる傾斜部を有して形成されているため、落下衝撃が加わった場合に、羽根車が傾斜部に
当接した後、元の位置に戻ることができ、縁端部に食い付くことを防止できる。従って、
落下衝撃による動作不良を防止することができる。
【０００９】
　［適用例２］上記適用例に係る遠心ファンにおいて、傾斜部は、凸状の曲線形状の断面
を有して形成されていることが好ましい。
【００１０】
　このような遠心ファンによれば、傾斜部は、凸状の曲線形状の断面を有することで、更
に食い付きを防止できる。
【００１１】
　［適用例３］上記適用例に係る遠心ファンにおいて、少なくとも一部の縁端部には、吸
気方向とは反対側に突出する突出部を備えていることが好ましい。
【００１２】
　このような遠心ファンによれば、例えば、第１筺体の縁端部の厚さが薄く、傾斜部を十
分にとれない場合、縁端部に突出部を備えることにより、傾斜部を備えることができる。
これにより、第１筺体の縁端部の厚さが薄い場合でも、羽根車が縁端部に食い付くことを
防止でき、落下衝撃による動作不良を防止することができる。さらに縁端部の強度を高め
ることができる。
【００１３】
　［適用例４］上記適用例に係る遠心ファンにおいて、縁端部と当該縁端部に直近となる
羽根車の外面との回転軸と垂直な方向における距離をＤ１とし、羽根車の回転軸に対して
前記外面に相対する外面と当該相対する外面の直近となる筺体の内面との距離をＤ２とし
た場合、傾斜部は、Ｄ１≦Ｄ２となるＤ１側の縁端部領域に備えられていることを特徴と
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する遠心ファン。
【００１４】
　このような遠心ファンによれば、傾斜部は、Ｄ１≦Ｄ２となるＤ１側の縁端部領域、詳
細には、吸気口の縁端部と当該縁端部に直近となる羽根車の外面との回転軸と垂直な方向
における距離（Ｄ１）が、羽根車の回転軸に対して前記外面に相対する外面と当該相対す
る外面の直近となる筺体の内面との距離（Ｄ２）以下となる距離（Ｄ１）側の縁端部領域
、に備えられる。これにより、落下衝撃で羽根車が食い付き易い領域（Ｄ１≦Ｄ２となる
Ｄ１側の縁端部領域）に傾斜部を備えることができ、効率的に落下衝撃による動作不良を
防止することができる。また第１筺体の縁端部の厚さが薄い場合、落下衝撃で羽根車が食
い付き易い領域に突出部を設けて傾斜部を備えることができ、落下衝撃による動作不良を
効率的に防止することができる。
【００１５】
　［適用例５］上記適用例に係る遠心ファンにおいて、第１筺体は、板状の金属部材で形
成されていることが好ましい。
【００１６】
　このような遠心ファンによれば、第１筺体が板状の金属部材で形成されて、遠心ファン
の薄型化が図られる場合にも、好適に、羽根車が縁端部に食い付くことを防止でき、落下
衝撃による動作不良を防止することができる。
【００１７】
　［適用例６］本適用例に係るプロジェクターは、上述したいずれかの遠心ファンと、光
束を射出する光源装置と、光源装置から射出された光束を画像情報に応じて変調する光変
調装置と、を備えることを特徴とする。
【００１８】
　このようなプロジェクターによれば、落下衝撃による動作不良を防止することができる
遠心ファンを備えることにより、プロジェクターが落下された場合にも、安定した冷却を
維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１実施形態に係るプロジェクターの概略構成を模式的に示す図。
【図２】遠心ファンの概構成を示す図。
【図３】遠心ファンの概断面図。
【図４】第２実施形態に係る遠心ファンの傾斜部の概断面図。
【図５】第３実施形態に係る遠心ファンの突出部を示す概斜視図。
【図６】第３実施形態に係る遠心ファンを示す概断面図。
【図７】第４実施形態に係る遠心ファンの傾斜部の概断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、実施形態を図面に基づいて説明する。
　（第１実施形態）
【００２１】
　図１は、第１実施形態に係るプロジェクター１の概略構成を模式的に示す図である。な
お、図１は、机上に設置されるプロジェクター１の内部構成を上方から見た図である。図
１を参照して、本実施形態のプロジェクター１の概略構成を説明する。
【００２２】
　図１を含む以降の図面では、説明の便宜上、ＸＹＺ直交座標系で記載する。ＸＹＺ直交
座標系は、光源装置３０から射出された光束の進行方向となる照明光軸ＯＡに沿う方向を
Ｘ（＋Ｘ）方向とし、Ｘ方向に直交し、投写レンズ３５から画像光が射出される方向をＹ
（＋Ｙ）方向とする。さらに、Ｘ方向およびＹ方向に直交し、かつ、机上設置姿勢での上
方向（重力方向に逆らう方向）をＺ方向（＋Ｚ）とする。また、図１を含む以降の図面で
は、各構成要素を図面上で認識できる程度の大きさとするため、各構成要素の寸法や比率
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を実際のものとは適宜異ならせて示している。
【００２３】
　本実施形態のプロジェクター１は、光源から射出される光束を画像情報（画像信号）に
応じて変調してスクリーン等の投写面に拡大投写する電子機器である。このプロジェクタ
ー１は、図１に示すように、外装を構成する外装筺体２、外装筺体２内部に配設される光
学ユニット３及び冷却ファン（排気ファン）としての遠心ファン５等を備える。
【００２４】
　外装筺体２は、略直方体形状を有している。外装筺体２の＋Ｙ方向の側面には、光学ユ
ニット３の後述する投写レンズ３５から投写された画像を通過させるための画像用開口部
２１が形成されている。また、画像用開口部２１の－Ｘ方向の側面には、外装筺体２内部
の温まった空気を、遠心ファン５により、外部に排出するための排気口２２が形成されて
いる。
【００２５】
　光学ユニット３は、画像情報に応じて光束を変調して投写するものであり、図１に示す
ように、Ｘ方向に沿って延出すると共に、一端側がＹ方向に向けて延出する平面視略Ｌ字
形状を有する。
【００２６】
　光学ユニット３は、図１に示すように、光源ランプ３０１、リフレクター３０２、及び
ランプハウジング３０３を有する光源装置３０と、レンズアレイ３１１，３１２、偏光変
換素子３１３、重畳レンズ３１４、及び平行化レンズ３１５を有する照明光学装置３１と
を備える。また、光学ユニット３は、ダイクロイックミラー３２１，３２２、及び反射ミ
ラー３２３を有する色分離光学装置３２と、入射側レンズ３３１、リレーレンズ３３３、
及び反射ミラー３３２，３３４を有するリレー光学装置３３とを備える。また、光学ユニ
ット３は、光変調装置としての３つの液晶パネル３４１、３つの入射側偏光板３４２、３
つの出射側偏光板３４３、及び色合成光学装置としてのクロスダイクロイックプリズム３
４４を有する光学装置３４と、投写光学装置としての投写レンズ３５とを備える。また、
光学ユニット３は、光源装置３０、照明光学装置３１、色分離光学装置３２、リレー光学
装置３３、及び光学装置３４を内部に収容すると共に、投写レンズ３５を所定位置で支持
固定する光学部品用筺体３６を備える。
【００２７】
　光学ユニット３における概略の動作を説明する。
  上述した構成により、光源装置３０から射出されて照明光学装置３１を経た光束は、色
分離光学装置３２により、赤色光、緑色光、青色光の３つの色光に分離される。また、分
離された各色光は、各液晶パネル３４１により画像情報に応じてそれぞれ変調される。変
調された各色光は、クロスダイクロイックプリズム３４４により合成されて画像光を形成
し、投写レンズ３５によりスクリーン（図示省略）等に投写される。
【００２８】
　図２は、遠心ファン５の概構成を示す図であり、図２（ａ）は、遠心ファン５の斜視図
であり、図２（ｂ）は、遠心ファン５を上方から見た平面図である。図３は、遠心ファン
５の概断面図であり、図３（ａ）は、図２（ｂ）のＩ－Ｉ断面図であり、図３（ｂ）は、
図３（ａ）のＡ部拡大図である。図２、図３を参照して、遠心ファン５の構成及び動作を
説明する。
【００２９】
　遠心ファン５は、図１に示すように、排気口２２近傍に設置され、外装筺体２内部の温
まった空気を、排気口２２を介して外部に排出する。遠心ファン５は、図２に示すように
、羽根車６と筺体７とを備える。
【００３０】
　羽根車６は、図２（ｂ）に示すように、円筒状の軸部６１に複数の羽根６２が設置され
て一体化され、筺体７内部において、回転軸ＲＡを中心として回転可能に軸支される。複
数の羽根６２は、羽根車６の回転方向Ｒ１に対して後向きに曲がるように形成されている
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。本実施形態の遠心ファン５は、いわゆるターボファンで構成されている。
【００３１】
　筺体７は、羽根車６を内部に収納する部材である。筺体７は、図２に示すように、上面
７Ａを形成する第１筺体７１と、底面７Ｂ及び側面７Ｃを形成する第２筺体７２との２体
で構成されている。第１筺体７１は、板状の金属部材で形成されている。第２筺体７２は
、合成樹脂部材で概箱状に形成されている。また、第１筺体７１は、外周端部に複数の係
合孔７１１を備え、対応して設置される第２筺体７２の側面上端部に形成される係合爪７
２１と係合することで、第２筺体７２に固定される。
【００３２】
　第１筺体７１には、回転軸ＲＡを中心として円形状に開口する第１吸気口７１２が形成
されている。また、第２筺体７２には、同様に、回転軸ＲＡを中心として、底面７Ｂに３
つの円弧状長孔が円状に並ぶ第２吸気口７２２が形成されている。従って、第１吸気口７
１２、第２吸気口７２２は、羽根車６を挟み、回転軸ＲＡに沿って並設された状態となる
。このように、本実施形態の遠心ファン５は、上面７Ａの第１吸気口７１２と底面７Ｂの
第２吸気口７２２との２つの吸気口を備えており、２つの吸気口から空気を筺体７内部に
吸気する構造となっている。
【００３３】
　また、筺体７は、第２筺体７２の＋Ｙ方向側面が形成されておらず開口されている。こ
の第２筺体７２の開口と第１筺体７１とにより、吐出口７２３が形成される。なお、底面
７Ｂには、具体的な図示は省略するが、リード線を介して外部から電力が供給され、回転
軸ＲＡを中心として羽根車６を回転させるためのドライバー回路（回路基板）が設置され
ている。
【００３４】
　従って、遠心ファン５は、羽根車６が回転方向Ｒ１に回転軸ＲＡを中心に回転すること
により、第１吸気口７１２及び第２吸気口７２２を介して空気を内部に吸入し、吐出口７
２３を介して外部に吐出する動作を行う。
【００３５】
　ここで、図１に戻り、遠心ファン５は、外装筺体２内部の、光源装置３０の近傍で、排
気口２２に隣接して設置されている。また、遠心ファン５は、底面７Ｂ（図２参照）を外
装筺体２の底面側（－Ｚ方向）に向け、上面７Ａを上面側（＋Ｚ方向）に向け、吐出口７
２３を排気口２２に向けて設置されている。また、遠心ファン５は、上面７Ａと外装筺体
２の上面との間に隙間が設けられ、同様に、底面７Ｂと外装筺体２の底面との間にも隙間
が設けられて設置されている。
【００３６】
　このように設置された遠心ファン５は、羽根車６が回転軸ＲＡを中心として回転するこ
とで、外装筺体２内部の空気、特に、光源装置３０の温められた空気を、上面７Ａ側の隙
間及び底面７Ｂ側の隙間から第１吸気口７１２及び第２吸気口７２２（図２参照）を介し
てそれぞれ吸入する。また、遠心ファン５は、吸入した空気を、吐出口７２３から排気口
２２を介して外装筺体２外部に吐出する。この遠心ファン５の動作により、プロジェクタ
ー１内部の温度を適正な温度に維持している。
【００３７】
　図３に示すように、第１筺体７１の第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａは、全周にわた
って吸気方向とは逆側に突出する突出部７１３が形成されている。なお、吸気方向とは、
回転軸ＲＡに沿った方向で、第１吸気口７１２から羽根車６の方向（－Ｚ方向）となる。
従って、突出部７１３は、＋Ｚ方向に突出して形成されている。
【００３８】
　また、縁端部７１２Ａの突出部７１３の羽根車６に相対する側の全周にわたって、図３
（ｂ）に示すように、断面が羽根車６側に広くなり、凸状の曲線形状７１４Ａを有する傾
斜部７１４が形成されている。なお、本実施形態の突出部７１３及び傾斜部７１４は、板
状の金属部材で形成される第１筺体７１に対して絞り加工を行うことで形成している。
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【００３９】
　上述した実施形態によれば、以下の効果が得られる。
  本実施形態の遠心ファン５によれば、第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａは、全周にわ
たって、吸気方向とは逆側に突出する突出部７１３を備え、縁端部７１２Ａの羽根車６に
相対する側は、断面が羽根車６側に広くなる傾斜部７１４が形成される。これにより、第
１筺体７１の第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａの厚さが薄い場合でも、傾斜部７１４を
十分にとることができる。そのため、落下衝撃が加わった場合に、羽根車６が傾斜部７１
４に当接した後、元の位置に戻ることができ、縁端部７１２Ａに食い付くことを防止でき
る。従って、落下衝撃による動作不良を防止することができる。
【００４０】
　本実施形態の遠心ファン５によれば、第１筺体７１は、板状の金属部材で形成されると
共に、突出部７１３の傾斜部７１４は、凸状の曲線形状７１４Ａを有している。これによ
り、第１筺体７１に対して、絞り加工を行うことで、凸状の曲線形状７１４Ａを有する突
出部７１３を効率的に形成することができる。
【００４１】
　本実施形態の遠心ファン５によれば、第１筺体７１は、板状の金属部材で形成されると
共に、第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａは、全周にわたって突出部７１３を備えている
。これにより、第１筺体７１の厚さが薄い場合にも、第１筺体７１の剛性力を向上させる
ことができる。
【００４２】
　本実施形態のプロジェクター１によれば、落下衝撃による動作不良を防止することがで
きる遠心ファン５を備えることにより、プロジェクター１が落下された場合にも、安定し
た冷却を維持することができる。
　（第２実施形態）
【００４３】
　図４は、第２実施形態に係る遠心ファン５の傾斜部７１４の概断面図である。図４を参
照して、本実施形態の傾斜部７１４の構成を説明する。
【００４４】
　本実施形態の遠心ファン５は、突出部７１３の傾斜部７１４の形状が、第１実施形態の
傾斜部７１４の形状と異なっている。その他の構成は、第１実施形態と同様となる。傾斜
部７１４は、図４に示すように、断面が羽根車６側に広くなる直線形状７１４Ｂに形成さ
れている。
【００４５】
　本実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を奏する他、以下の効果が得られる。
  本実施形態の遠心ファン５によれば、傾斜部７１４が直線形状７１４Ｂの断面を有して
形成されていてもよく、第１実施形態での凸状の曲線形状７１４Ａと合わせて、傾斜部７
１４の形状の自由度を向上させることができる。
　（第３実施形態）
【００４６】
　図５は、第３実施形態に係る遠心ファン５の突出部７１５を示す概斜視図である。図６
は、第３実施形態に係る遠心ファン５を示す概断面図である。図５、図６を参照して、本
実施形態の突出部７１５の構成及び突出部７１５に形成される傾斜部の構成を説明する。
【００４７】
　本実施形態の突出部７１５は、基本的に第１実施形態の突出部７１３と同様の向きで構
成される。そして、突出部７１５は、図５に示すように、第１吸気口７１２の縁端部７１
２Ａの全周には形成されず、一部に形成されていることが第１実施形態と異なる点である
。
【００４８】
　突出部７１５は、詳細には、第１筺体７１の外形と第１吸気口７１２との距離Ｆが狭く
なる領域に備えられている。突出部７１５は、更に詳細には、図５に示すように、Ｂ部及
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びＣ部の領域に備えられている。また、Ｂ部及びＣ部以外の領域となるＥ部の領域には、
突出部７１５は備えられていない。
【００４９】
　そして、突出部７１５の羽根車６に相対する縁端部７１２Ａには、断面が羽根車６側に
広くなる傾斜部（図示省略）を有して形成されている。なお、この傾斜部の断面形状は、
第１実施形態の凸状の曲線形状７１４Ａ（図３（ｂ）参照）または第２実施形態の直線形
状７１４Ｂ（図４参照）のいずれかを用いて形成することができる。なお、突出部７１５
が形成されない縁端部７１２Ａ（Ｅ部の領域）には、傾斜部は形成されない。
【００５０】
　図６を参照して、上述する突出部７１５及び傾斜部を、第１筺体７１の外形と第１吸気
口７１２との距離Ｆが狭くなる領域に備えるに至った経緯を説明する。
【００５１】
　図６は遠心ファン５の回転軸ＲＡを含む面で切断した断面を示しており、遠心ファン５
に突出部７１５を備えない状態を基準として、第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａ（この
場合、第１吸気口７１２の外面）と縁端部７１２Ａに直近となる羽根車６の外面６２１と
の回転軸ＲＡと垂直な方向における距離をＤ１とし、回転軸ＲＡに対して外面６２１に相
対する外面６２２とこの外面６２２の直近となる第２筺体７２の内面７２４との距離をＤ
２とする。
【００５２】
　そして、距離Ｄ１≦距離Ｄ２の場合、距離Ｄ２となる側を落下方向として落下させた場
合、落下衝撃により外面６２２と内面７２４が衝突する。このとき距離Ｄ１≦距離Ｄ２で
あるため、距離Ｄ１となる側の羽根車６の外面６２１が、縁端部７１２Ａより回転軸ＲＡ
側となり、羽根車６が第１吸気口７１２から一旦飛び出し、そして元の位置に戻ろうとす
る。このときに外面６２１が縁端部７１２Ａに引っ掛かって食い付いてしまう。
【００５３】
　よって、距離Ｄ１が、距離Ｄ２以下の場合、距離Ｄ２となる側を落下方向として落下さ
せた場合、距離Ｄ１となる側は、羽根車６の外面６２１が縁端部７１２Ａに食い付き易く
なる。このため、距離Ｄ１≦距離Ｄ２となる場合に、距離Ｄ１となる側の縁端部７１２Ａ
の領域に傾斜部を備えることにした。
　逆に距離Ｄ１＞距離Ｄ２となる場合では、遠心ファン５を落下させた場合に外面６２２
と内面７２４が衝突しても距離Ｄ１＞距離Ｄ２であるため、外面６２１は縁端部７１２Ａ
よりも第２筺体７２側にあり羽根車６は第１吸気口７１２より飛び出すことは無いので、
食い付きも発生せず、傾斜部および突出部を必要としない。
【００５４】
　なお、本実施形態の第１筺体７１は、第１実施形態と同様に、板状の金属部材で形成さ
れており、傾斜部を設置するには薄いため、傾斜部を設置できるように、第１実施形態と
同様に、絞り加工を行うことで突出部７１５を形成し、併せて、傾斜部を形成している。
また、第２筺体７２の側面７Ｃの厚さは略同一の厚さに形成されるため、結果的に、突出
部７１５は、第１筺体７１の外形と第１吸気口７１２との距離Ｆが狭くなる領域に備える
ことになる。
【００５５】
　本実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を奏する他、以下の効果が得られる。
  本実施形態の遠心ファン５によれば、第１筺体７１の第１吸気口７１２の縁端部７１２
Ａの厚さが薄く、傾斜部を十分にとれない場合、Ｂ部及びＣ部の領域の縁端部７１２Ａに
突出部７１５を備えることにより、傾斜部を十分にとることができるため、落下衝撃で羽
根車６が食い付き易い領域に突出部７１５を備えることができ、その領域に傾斜部を備え
ることができる。言い換えると、傾斜部は、第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａ（本実施
形態では第１吸気口７１２の外面）と縁端部７１２Ａに直近となる羽根車６の外面６２１
との距離をＤ１とし、羽根車６の回転軸ＲＡに対して外面６２１に相対する外面６２２と
この外面６２２の直近となる第２筺体７２の内面７２４との距離をＤ２とした場合、距離
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Ｄ１≦距離Ｄ２となる場合に、距離Ｄ１となる側の縁端部７１２Ａの領域に傾斜部を備え
ている。これにより、落下衝撃で羽根車６が食い付き易い領域（Ｄ１≦Ｄ２となるＤ１側
の縁端部７１２Ａの領域）に傾斜部を備えることができ、効率的に落下衝撃による動作不
良を防止することができる。これにより、第１筺体７１の第１吸気口７１２の縁端部７１
２Ａの厚さが薄い場合、落下衝撃で羽根車６が食い付き易い領域に突出部７１５を設けて
傾斜部を備えることができ、落下衝撃による動作不良を効率的に防止することができる。
【００５６】
　本実施形態の遠心ファン５によれば、突出部７１５（傾斜部）は、必要以外の領域（Ｅ
部の領域、言い換えると、Ｄ１＞Ｄ２となるＤ１側の縁端部７１２Ａの領域）には備えて
いない。従って、プロジェクター１の薄型化を図る場合にも、突出部７１５（傾斜部）を
備えない領域において、隙間をより多く確保することができ、空気をより多く吸気するこ
とができることにより、効率的に冷却を行うことができる。
　（第４実施形態）
　図７は、第４実施形態に係る遠心ファン５の傾斜部７５１の概断面図である。図７を参
照して、本実施形態の傾斜部７５１の構成を説明する。
【００５７】
　本実施形態の遠心ファン５において、筺体７を構成する第１筺体７５は、第１実施形態
の第１筺体７１と比較して、合成樹脂部材により形成され、板厚も厚く形成されている。
そのため、第１筺体７５は、傾斜部７５１を形成するに十分な厚さを有し、第１実施形態
での突出部７１３を備えていない。また、第２筺体７２との固定構造（図示省略）も若干
異なる。その他の構成は、第１実施形態と同様となる。
【００５８】
　第１筺体７５は、第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａの全周にわたって、傾斜部７５１
を備えている。なお、傾斜部７５１は、断面が羽根車６側に広くなるように形成されてい
る。
【００５９】
　図７（ａ）に示す傾斜部７５１は、断面が凸状の曲線形状７５１Ａに形成されている。
図７（ｂ）に示す傾斜部７５１は、断面が直線形状７５１Ｂに形成されている。
【００６０】
　図７（ｃ）に示す傾斜部７５１は、第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａの羽根車６に相
対する側から上部に向かって形成されている。詳細には、傾斜部７５１は、断面が凸状の
曲線形状７５１Ｃに形成されている。図７（ｄ）に示す傾斜部７５１も、図７（ｃ）に示
す傾斜部７５１と同様に、第１吸気口７１２の縁端部７１２Ａの羽根車６に相対する側か
ら上部に向かって形成されている。詳細には、傾斜部７５１は、断面が直線形状７５１Ｄ
に形成されている。
【００６１】
　本実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を奏する他、以下の効果が得られる。
  本実施形態の遠心ファン５によれば、第１筺体７５が、傾斜部７５１を形成するに十分
な厚さを有している場合には、第１実施形態での突出部７１３を備える必要が無く、また
、上述したように、傾斜部７５１の断面形状の自由度を向上させることができる。
【００６２】
　なお、上述した実施形態に限定されず、その要旨を逸脱しない範囲において種々の変更
や改良等を加えて実施することが可能である。変形例を以下に述べる。
【００６３】
　前記第１実施形態の遠心ファン５の傾斜部７１４は、凸状の曲線形状７１４Ａの断面を
有して形成されている。また、第２実施形態の遠心ファン５の傾斜部７１４は、直線形状
７１４Ｂの断面を有して形成されている。しかし、これに限られることなく、凸状の曲線
形状と直線形状とを組み合わせた形状であってもよい。これは、第２、第３、第４実施形
態においても同様となる。
【００６４】
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　前記第１実施形態の遠心ファン５における第１筺体７１の突出部７１３は、絞り加工で
形成されているが、その他の方法で形成されていてもよい。また、第１筺体７１は金属で
はなく合成樹脂部材で形成され、突出部も合成樹脂部材で形成されていてもよい。これは
、第２、第３実施形態においても同様となる。
【００６５】
　前記第４実施形態の遠心ファン５における第１筺体７５は、傾斜部７５１が確保できる
板厚を有する合成樹脂部材で形成され、突出部を有していない。これは、第２、第３実施
形態においても、適用できる。また、第３実施形態においては、図５におけるＢ部及びＣ
部の領域に傾斜部７５１を設置することでよい。
【００６６】
　前記実施形態（第１～第４実施形態）では、遠心ファン５は、第１吸気口７１２、第２
吸気口７２２を有する両側吸込み型のターボファンで構成されている。しかし、これに限
られず、第１吸気口７１２、第２吸気口７２２のいずれか１つを有する片側吸込み型のタ
ーボファンで構成されていてもよい。
【００６７】
　前記実施形態では、遠心ファン５は、いわゆるターボファンで構成されているが、これ
に限られず、シロッコファンで構成されていてもよい。
【００６８】
　前記実施形態では、遠心ファン５をプロジェクター１内部（外装筺体２内部）の温まっ
た空気を外装筺体２外部に排気する排気ファンとして使用している。しかし、これに限ら
れず、プロジェクター１外部の空気を吸気して、光学ユニット３の発熱する部品や、その
他発熱する部品（例えば、電源装置）等に吐出して冷却させるために使用してもよい。
【００６９】
　前記実施形態のプロジェクター１の光学ユニット３において、光源ランプ３０１は、超
高圧水銀ランプを用いている。しかし、これに限定されず、高輝度発光する種々の放電型
のランプを採用することができ、例えば、メタルハライドランプや高圧水銀ランプ等を採
用することができる。
【００７０】
　前記実施形態のプロジェクター１の光学ユニット３において、射出された光束の照度を
均一化する光学系として、レンズアレイ３１１，３１２からなるレンズインテグレーター
光学系を用いているが、これに限定されるものではなく、導光ロッドからなるロッドイン
テグレーター光学系も用いることができる。
【００７１】
　前記実施形態のプロジェクター１の光学ユニット３において、光変調装置としての液晶
パネル３４１は、透過型の液晶パネルを用いているが、反射型の液晶パネル等、反射型の
光変調装置を用いることも可能である。
【００７２】
　前記実施形態のプロジェクター１の光学ユニット３において、光変調装置として液晶パ
ネル３４１を用いている。しかし、これに限られず、一般に、入射光束を画像信号に応じ
て変調するものであればよく、マイクロミラー型の光変調装置等を用いてもよい。なお、
マイクロミラー型光変調装置としては、例えば、ＤＭＤ（Digital Micromirror Device）
を用いることができる。
【００７３】
　前記実施形態のプロジェクター１の光学ユニット３において、光変調装置は、赤色光、
緑色光、青色光に対応して３つの液晶パネル３４１を用いる、いわゆる３板方式を採用し
ている。しかし、これに限られず、単板方式を採用してもよい。また、コントラストを向
上させるための液晶パネルを追加して採用してもよい。
【符号の説明】
【００７４】
　１…プロジェクター、５…遠心ファン、６…羽根車、７…筺体，光源装置、６２…羽根
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、７１，７５…第１筺体、７１２…第１吸気口、７１２Ａ…縁端部、７１３…突出部、７
１４…傾斜部、７１４Ａ…凸状の曲線形状、７１４Ｂ…直線形状、７１５…突出部、７２
３…吐出口、７５１…傾斜部、７５１Ａ，７５１Ｃ…凸状の曲線形状、７５１Ｂ，７５１
Ｄ…直線形状、３４１…液晶パネル、Ｄ１，Ｄ２…距離、ＲＡ…回転軸。

【図１】 【図２】
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